









― 652 ― 









博士の専攻分野の名称  博 士（工 学） 
学 位 記 番 号  第  ２１１９３  号 
学 位 授 与 年 月 日  平成 19 年３月 23 日 
学 位 授 与 の 要 件  学位規則第４条第１項該当 
            工学研究科マテリアル生産科学専攻 
学 位 論 文 名  高強度低合金鋼の水素脆化挙動とその防止に関する研究 
論 文 審 査 委 員  （主査） 
            教 授 藤本 愼司 
            （副査） 
            教 授 白井 泰治  教 授 山下 弘巳 


















 第５章では、M3C や M23C6（M は Fe、Cr、Mo）などの Fe 主体の粒界炭化物が高強度鋼の水素割れに及ぼす影響
を調査した。旧オーステナイト粒界に粗大炭化物として析出する M23C6 や、低温焼戻しによりフィルム状に生成し
た M3C は粒界破断型の水素割れを誘発した。耐水素割れ性の改善指針として、低 Cr もしくは低 B 化による M23C6 抑
制、および V 添加による高温焼戻しを提案した。 
 第６章では、さらに微細な MC 型炭化物（M は Nb、V、Mo）の水素トラップ能と水素割れの相関を調査した。
MC 型炭化物の水素トラップ挙動は界面積や母相との整合性に依存し、油井環境のように多量の水素が侵入する環境
では微細な Nb 系炭化物が、大気環境のように微量の水素が侵入する環境では積極的に水素をトラップできる V 系炭
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⑷ 旧オーステナイト粒界に粗大炭化物として析出する M23C6 や、低温焼戻しによりフィルム状に生成した M3C が
粒界破断型の水素割れを誘発することを明らかにし、耐水素割れ性の改善指針として、低 Cr もしくは低 B 化による
M23C6 抑制および V 添加による高温焼戻しを提案している。 
⑸ 微細な MC 型炭化物（M は Nb、V、Mo）の水素トラップ能と水素割れの相関を調査し、MC 型炭化物の水素ト
ラップ挙動は界面積や母相との整合性に依存し、油井環境のように多量の水素が侵入する環境では微細な Nb 系炭化
物が、大気環境のように微量の水素が侵入する環境では積極的に水素をトラップできる V 系炭化物が水素割れの防止
に有効であることを示している。 
 以上のように、本論文にて得られた成果は構造材料の健全性維持に広く貢献するとともに、さらに優れた耐食材料
開発への指針を与えており、材料学への寄与は大である。 
 よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
